
南中学校

【目指す学校像】

【目指す生徒像】

【目指す教師像】

中期経営目標

№ 三つの柱 基本施策
今年度学校で重点を置く

「具体的施策」
（令和６年度まで
の３年間） 取組指標 成果指標 取組 成果 評価 コメント

1 Ⅰ　健全育成
規範意識や他人への思いや
りなど豊かな心を育む教育の
推進

人権教育の推進
生徒一人一人の道
徳的実践力の育成

教員の９０%以上が、
豊かな人間性を育
てる教育、道徳性を
育む教育を実践す
る。

生命の大切さ、規範意識
を育てる等、道徳性を育
む教育をしていると、生
徒・保護者の肯定的評価
４…８０%以上　３…７０%
以上　２…６０%以上　１…
６０%未満

4 4 4.0
「特別の教科　道徳」を中心に、よりよく生きるための基盤となる道徳性
を養うことを目指してきた。自己理解や他者理解、道徳的価値について
理解を深めてきた。設問の工夫やグループ討議等を重ね、道徳的実践
に繋げていくことができるようにしていく。

2 Ⅰ　健全育成 個性を認め合う教育の推進
自己肯定感・自己有用感の
醸成

教育相談体制の充
実

不登校生徒の現状
を、些細なことでも
改善する。

教育相談に力を入れ、組
織的な対応に努めている
と、保護者の肯定的評価
４…８０％以上　３…７
０％以上　２…６０％以上
１…６０%未満

2 3 3.6
不登校生徒の増加の原因は、学力、友人関係、家庭環境等、多岐にわ
たる。毎学期に生活アンケートを実施し、生徒の様子を把握するととも
に、担任が一人で抱えることなく、学年や保健室、スクールカウンセラー
等、組織的な対応に努めていく。

3 Ⅰ　健全育成 いじめ問題への対応
いじめ防止対策推進基本方
針に基づいた取り組みの推
進

自分と他の人を大
切に考えることがで
きる態度の育成

教員の１００％が、
いじめ防止に努め
る。

いじめ防止に努めている
と、生徒・保護者の肯定
的評価　４…８０％以上
３…７０％以上　２…６
０％以上　１…６０%未満

4 4 4.0
教員は、日常的に生徒の様子を把握し、わずかな変化も見逃さずに、
未然防止を心がける。同時に、毎学期の生活アンケートを活用し、いじ
めの早期発見、早期対応に努める。

4 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
基礎的・基本的な学力の定
着と学ぶ意欲の向上

基礎的・基本的学力
の定着・個に応じた
指導

教員の９０％以上
が、生徒の実態に
応じた指導形態を工
夫した授業を実施す
る。

生徒の実態に応じた指
導形態を工夫している
と、生徒・保護者の肯定
的評価　４…８０％以上
３…７０％以上　２…６
０％以上　１…６０%未満

4 4 4.0 常に授業改善に取り組み、現在の指導方法に満足することなく、生徒の
実態に応じた指導方法の工夫改善に努める。

5 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
ＩＣＴ機器活用等による多様な
指導方法の工夫

ＩＣＴ機器の活用を進
め、生徒の学習へ
の関心を高める。

教員の９０％以上が
ＧＩＧＡタブレットを含
むＩＣＴ機器を活用し
た授業を実施する。

わかりやすい授業だと、
生徒･保護者の肯定的評
価　４…８０％以上　３…
７０％以上　２…６０％以
上　１…６０%未満

4 4 4.0
短時間でも、タブレットを使用する授業が増え、教員も生徒もＩＣＴのスキ
ルは向上している。タブレットの活用範囲も広がり、生徒の学習への関
心意欲を高めることに有意義な活用を探っていく。

6
Ⅲ　教育環境の
整備

特別支援教育の充実 特別支援教育の充実

生徒一人一人の教
育ニーズに応じた適
切な指導・支援の充
実

教員の９０%以上が、
特別な支援を必要と
する生徒に組織的
に対応する。

特別支援教育に組織的
に対応していると、生徒・
保護者の肯定的評価　４
…８０％以上　３…７０％
以上　２…６０％以上　１
…６０%未満

4 4 3.8
教員の特別支援教育への理解を深め、支援を必要としている生徒やそ
の保護者に対して、担任だけでなく、特別支援コーディネーターを中心
に、校内委員会を活用して、組織的に対応していく。

7
Ⅲ　教育環境の
整備

安全・安心な学校づくり
地域や外部人材を生かした
体験活動の充実

防災計画や危機管
理体制の充実

消防署及び地域と
連携した防災訓練を
実施する。

学校は安全対策を実施
していると、生徒・保護者
の肯定的評価　４…８
０％以上　３…７０％以上
２…６０％以上　１…６０%
未満

4 4 4.0
３年振りに、９月１日に地域合同防災訓練を実施することができた。来
年度も、実施に向けて内容を検討していく。また、地域との連携を強め
ていく。

8

オリンピック・パラ
リンピックの精神
を生かした教育
の充実

日本人としての自覚と豊かな
国際感覚をもつ人材の育成

英語教育と国際理解教育の
推進

国際社会で活躍で
きる日本人の育成

英語科教員だけで
なく、行事にも取り
入れ、教員の９０％
以上が取り組む。

国際社会で活躍できる日
本人の育成に努めてい
ると、生徒・保護者の肯
定的評価　４…８０％以
上　３…７０％以上　２…
６０％以上　１…６０%未
満

4 4 3.4
「留学生が先生！」プログラムは継続しているが、その他の取組が停滞
している。感染症対策を講じながらも何ができるのか、、検討し実施して
いく。

令和４年度　東久留米市立 学校評価報告書

前年度までの学校経
営上の成果と課題

東久留米市第２次教育振興基本計画 自己評価

学校教育目標

教
育
ビ
ジ

ョ
ン

○　知･徳･体の調和のとれた生徒を育成する学校　　　○　生徒一人一人の個性が尊重され、生徒がもつ可能性を引き出す学校　　　○　自国や他国の伝統･文化を尊重し、国際社会で活躍できる日本人を育成する学校

○　自学自習の習慣を身に付け、自分を高めることができる生徒　　　○　目標をもち、進んで挑戦する生徒　　　○　多様性と共生社会を理解するとともに日本人としての自覚と誇りをもつ生徒

○　常に研究と修養に励む教師　　　○　生徒・保護・地域から信頼され、期待に応えられる教師　　　○　教育目標及び学校経営計画の具現化のために、組織的に生徒を指導する教師

短期経営目標 評価指標・評価基準 学校関係者評価
次年度の方策

（１年間）

○　基礎的、基本的な学力が定着している生徒が多く、学力調査の平均点は高いが、二極化が見られる。学力の底上げと思考力・判断力・表現力を高めていく。
○　不登校の未然防止に努め、早期に対応していく。そのために関係機関とも積極的に連携し、組織的に取り組んでいく。

愛　　　愛の心を育てよう
勉学　　勉学に励もう
自主性　自主性を伸ばそう
健康　　健康を育もう

「特別の教科　道徳」
を中心に、互いの良
さを認め合う生徒を
育成する。

・３年生はコロナ対応の３年
間だった。この経験を糧に新
しい進路を拓いてほしい。

・青少協のボランティアに自
主的に参加する生徒が増え、
以前より積極的に行動してい
る。

・学校だよりに掲載された「代
表生徒の決意発表」が素晴ら
しい内容だった。

　・児童館を不登校生徒の居
場所のひとつとしても考えて
もらいたい。

・来年度以降、地域連携を一
緒に頑張っていきたい。

・人が集まる場所では、消毒
に苦慮している。学校も同様
だと思われる。受験前のコロ
ナ感染等が心配である。

・受験に向けたストレスを抱
えているはず。それを解消す
る場をもってもらいたい。

・トイレは改修されてきれいに
なったが、施設設備には改修
が必要な場所がまだ多数あ
る。

・学校で生徒とすれ違うと皆
さんあいさつをしてくれて気
持ちが良いです。

・「分からない」生徒を一人で
も多くすくい上げられるような
環境の充実を期待します。

校内委員会とＳＣを
活用し、不登校生徒
の生活の改善と新た
な不登校生徒を出さ
ない。

未然防止を第一に
考え、早期発見・早
期対応に努める。

生徒一人一人の実
態に応じた授業を工
夫する。

ＧＩＧＡタブレットを活
用した授業を実施す
る。

校内委員会での情
報共有、支援内容の
検討を充実させ、支
援シートを活用し、
必要な生徒へ適切
な支援をする。

地域と連携した地域
防災訓練、多様な事
態を想定した避難訓
練を実施する。

ＡＬＴや外部人材の
積極的な活用と国際
交流


